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資料と報告

幼児前期 の子 どもの採血 に抱 っこで

付 き添 う体験を した母親 の思 い

古株 ひろみi)、流郷 千幸2)、松倉 とよ美3)

             1)滋賀県立 大学

               2)聖泉 大学

     3)滋賀県立小児保健医療 セン ター

キー ワー ド 幼児前期 の子 ども、採 血、母親 の付 き添 い、座位、プ レパ レーシ ョン

1.は じめ に

 プレパ レーション(心 理的準備)の 普及により、治療

や検査 ・処置場面で、子どもが主体的に参加できるため

の取 り組みがこの10年 の間に盛んに行われるようになっ

た。 しか し、採血などの一般的な処置では未だに母親と

子どもが分離 されていることも多 い1)2)。また、看護者

の意識に関する調査において も 「生後6ヶ 月～3歳 まで

の乳幼児にとって採血や注射の処置に母親の同席が必要

であると認識する看護師は約3割 であった」3)と報告 さ

れている。

 一方、佐藤 ら4)はプ レパ レーションの実践を積み重ね

た看護師へ調査を行い、母親の処置への参加が重要であ

ることを述べている。さらに、処置に対す る母親の認識

では、幼児の母親の6割 が不安を抱いていた5)が、高橋

ら6)は3～4歳 児の処置や検査に付き添 った母親が、付

き添いにより母親自身の不安が軽減される、また付 き添

うことにより母親の存在価値を見出す といった認識の肯

定的変化を述べている。

 吉 田ら7)は、付 き添 いがある場合 と無い場合 との比較

から、幼児後期の子どもでは、検査 ・処置場面で母親が

子 どもと分離 している場合には子どもの不安 ・恐れが深

まるとし、母親が付き添 う場合で も母親の子どもの気持

ちの共有者 ・代弁者としての関わ りの必要性を強調 して

いる。WHOは 、親のケアへの参加や医学的処置の際の

同席を勧めており、また、子どもの権利条約 も認知発達

がさらに未熟な幼児前期では母親 と引き離されることで

両者にス トレスを与えると述べ られている。そこで、親

と子が主体的に参加できる介入方法が研究されている。

具体的な介入では、親 と子 どもが安心感を得 られ る方

法 として座位で付 き添う方法が有効であると言われてい

る8)9)io)。

 先行研究では11)12)、幼児後期の子どもの処置に付き添っ

た母親への効果を明らかに しているが、幼児前期の子ど

もに焦点を当てた研究 はまだみ られない。母親の立場か

らも、幼児前期の子 どもと同席することは多 くの母親の

願いで もある。

 そのため、幼児前期の子 どもとその母親が採血な どの

処置へ主体的に関わるためには看護者としてどの様 な支

援が必要であるのかを明らかにしたいと考えた。

II.目 的

 幼児前期の子どもの採血に抱 っこで付き添 う体験 をし

た母親の思いを明 らかにす ることを目的とした。
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1.対 象

 採血前に書面及び口頭にて説明し、承諾が得 られ た1

歳～3歳6ヶ 月までの子どもの採血に抱 っこで付き添 っ

た母親18名 である。

2.調 査方法

採血前の待合い場所か ら母親 とその子どもに関わ り、
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処置室への入室時も同行 し採血時の子 どもと母親の様子

を観察した。また、採血終了後に母親か ら付き添い ・抱っ

こでの採血などについて語って もらった。面接時間は20'

分程度である。

3.採 血の方法

 処置室付き添い希望の有無を確認後、入室 し、子 ども

の好きなDVDの ソフ トを選んでもらう。母親は椅子に

座 り、母親の膝に子どもと向き合 うまたは後からの抱 っ

この姿勢で子 どもを抱 き、採血側の反対側にDVDプ レ

イヤーを置き、子 どもの手を採血台に乗せ、採血を行 う。

看護師や母親 は声かけ ・おもちゃで気を紛 らわせる ・D

VDを 見せるなどのサポー トを行 う。採血後 は採血部分

にキャラクターが描かれた絆創膏を選んで貰い、「頑張っ

たね」と子どもに声をかけて、採血を終了する。

4.分 析方法

 面接内容を逐語録 として、抱 っこで付き添 う体験の事

柄の特徴的な発言を抽出し類似性 に基づき分類 した。

 分析過程において、複数の小児看護専門領域の研究者

で検討を重ねた。

5.倫 理的配慮

 採血前に書面及び口頭にて母親 に説明を行い、署名に

て同意を得た。対象者には研究の目的 ・方法 ・プライバ

シーの確保 ・参加の任意性 と中断の自由と、また研究内

容の公表の可能性などを説明し同意を得た。なお、A大

学およびA病 院倫理委員会の承認を得て行 った。

6.用 語の操作的定義

 幼児前期:1歳 から3歳6ヶ 月の子どもとした。

 抱 っこ:母 親が椅子の上 に座 りその膝の上に子どもを

抱 く姿勢 とした。

7.調 査期間

平成21年1月 ～平成22年6月

IV.結 果

 子 ど もの年 齢 は1歳 ～3歳6ヶ 月 で あ った 。 そ の 内 訳

は1歳 児7名 、2歳 児8名 、3歳 児3名 で あ った 。 母 親

は平 均 年 齢34.1±3.4(26-38)歳 。 今 回 が 初 め て の 採 血

で あ った の は2名 で あ るが 、 そ の 内1名 は注 射 の 経 験 が

あ る。 そ の他 の子 ど も はす べ て 採 血 の経 験 が あ り、5回

以 上 採 血 した こ とが あ る子 ど もが1名 い た。

 採 血 時 の子 ど もの 様子 か ら、 採 血 時 、 ほ とん ど泣 か ず

に採 血 で き て い た の は2名(事 例i・k)、 で あ り、 共

に2歳 児 で あ ったが 、採血 経 験 の有 無 に よ る影 響 は無 か っ
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た。1歳 児でも泣 くもののす ぐに治 まる(事 例c)、 採

血前から採血中まで激 しく泣く(事 例g)な ど事例によ

り様々であるが、ぽとんどの子どもは採血中泣いており、

年齢 による差はみ られなかった。他にDVDの 使用が良

かったとする意見や、子どもの主体を引き出すため看護

者のゆっくりと関わる姿勢から母親が安心感を得た発言

が聞かれた。

 また、6名 の母親は事前に子どもに採血の説明をして

おり、その子 どもの年齢は、1歳7ヶ 月1名 、2歳 児3

名、3歳 児2名 であった。

 抱 っこで付 き添った母親の思いの分析結果か ら、 【一

緒が安心】、 【泣 くことの受容】、 【抱っこの難 しさ】

の3つ のカテゴリーと8つ のサブカテゴリーを抽出した。

以下、抽出されたカテゴリーについて面接データを加え

なが ら、カテゴリー 【 】、サブカテゴリー 「 」、主

要データ〈 〉を用いて説明する。

1. 【一緒が安心】

 このカテゴリーは母親が子 どもと抱っこで一緒に付き

添 うことの意義 を表 している。4つ のサブカテゴリーを

抽出した。

 過去の採血経験から、子 どもと引き離されたことでく

泣き声だけの不安〉〈離れることの不安〉から 「母子分

離経験か らの不安」を感 じていた。

 また、母親が処置中傍にいても、<子 どもの顔を押さ

える辛 さ〉〈押さえるのは一緒とは違 う〉と感 じた過去

の採血場面 と比較 して、 〈母親として参加する感 じ〉<

声のかけやすさ〉からの抱っこ姿勢による 「子どもとの
一体感」を感 じていた。また、付き添 うことでく人見知

りする〉子どもにとっても、〈子どもの不安 も減る〉と

子どもの立場か ら 「一緒が子どもの不安軽減」になると

認識 しており、〈抱 っこでの採血は良かった〉と 「抱 っ

この良さ」か ら付き添 う事を肯定的に感 じ、母親は 【一

緒が安心】と一緒に参加することで安心だったと感 じて

いた。

2. 【泣 くことの受容】

 このカテゴリーでは、子どもの泣 く姿に対する母親の

思いを表 している。2つ のサブカテゴリーが抽出された。

母親は採血場面で泣いている子どもを見て、 〈泣 くだろ

う〉〈やっぱり泣いた〉と子どもが 「予測通 りの反応」

であったと感 じていた。また、一緒にいることで、 〈泣

いててもあ一泣いてるわって感 じ〉、〈怖 くて泣いてた

だけ〉と泣いている状態が理解できることで、「泣いて

もがんばっている」 と子どもの状況を捉えて、母親は子

どもが 【泣 くことの受容】を経て、泣 くことには心配や

不安がないことを感 じていた。

3.【 抱っこの難 しさ】

 このカテゴリーでは、母親の抱 っこ姿勢での参加の難

しさを表 している。2つ のサブカテゴリーが抽出された。
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表1 子どもの採血時の様子

a

b

C

d

e

f

g

h

1

J

k

1

m

n

0

P

q

r

子どもの年齢

1歳0ヶ 月

1歳1ヶ 月

1歳2ヶ 月

1歳5ヶ 月

1歳6ヶ 月

1歳7ヶ 月

1歳8ヶ 月

2歳2ヶ 月

2歳2ヶ 月

2歳4ヶ 月

2歳4ヶ 月

2歳6ヶ 月

2歳8ヶ 月

2歳8ヶ 月

2歳9ケ 月

3歳0ヶ 月

3歳3ヶ 月

3歳6ヶ 月

採血経験

有

有

無

有

有

有

有

有

無

有

有

有

有

有

有

有

有

有

採血時の児の様子

平静に入室する。採血中は泣 き、立 とうとして動 く。

入室は平静に。抱っこして しば らくするとDVD見 ているが、駆血帯を巻 くと泣 くが

DVDで 泣きやむ。採血中は泣いているが、時々立 とうとするが大きく暴れることな

し。採血後は直ぐ泣 きやみはいはいして機嫌良い。

入室 は平静で母親に抱っこされて来る。向かい合わせに座る。DVD見 ているが、刺

した後より泣 く。DVDは あまり見てない。足を踏ん張 って立つ。時々うえ一ん と

泣 くが直 ぐに治まる。

入室 は平静で、駆血帯で関わると泣き始ある。ずっと泣いたまま。

入室の誘導にも応 じる。向かえ合わせで抱 っこで、DVD見 ている。おとなしく見て
いたが、手を押さえ られると泣き出し、DVDを 見ないでやや暴れ泣いている。穿刺

後 も同 じ様に泣いている。

そ れ ま で はお とな しい。 針 を刺 す と泣 く。 シー ル 貼 って も泣 いて い る。

座 った時か ら泣いていた。針を刺す時も泣いている、採血中は反 って動 く。終わ っ
たら泣きやむ。

入室までは普通に手を引かれて入る。抱 っこされて、DVDを 見る。手を押さえ られ

てか ら泣 く。最初 は強 く泣き、一端治まるが、終わりの方で強 く大泣 きする。抜針

後もしくしく泣 くが、処置室を出てからは泣かずに一人で歩 く。

子どもはDVDみ たり、採血操作をみたりするが、採血中は泣かず。

すんな り入室するが採血の姿勢になると泣 く。針を刺す前 にDVD見 ているが、針 を

刺 している間に再び泣 き動 く。採血後は自分でご褒美シールを持 って、シールを貼 っ

て貰い泣きやむ。

誘導に応 じて平静に入室 し、DVD見 ていた。針を刺 したときに、少 し顔をしかめる

が、ずっとDVD見 て泣かずにいる。

手 を に ぎ られ た ら大 き く泣 く。 「マ マ」 刺 した ら泣 く、 足 動 く、 よ こ に い る お父 さ

ん が 足 お さえ る。 終 わ れ ば 泣 き や む。

DVD見 なが ら入って くるが、座ると緊張が強 くなる。は じめはそれどころでは無 い

感 じだが、落ち着いたらDVD見 ている。針を刺す と泣 き、動 く。抜針後もぐず ぐず

泣 く。母親に顔を埋める

入室は平静で抱っこされDVD見 ている。針を刺 した時に泣 く。採血中ずっと泣いて
いる。

入室の時、少 し立ち止まる。DVD見 ている。 ゴム巻いただけで泣 く。針を刺 して い

る時それを見ている。少 し痛がり泣 くが、その後DVD見 ている間に終わる。

DVD見 ていたが、採血開始 し手を見て泣 く。「いたい」「いたい」と採血中ずっと泣

く。

「ち っ くん い や、 ち っ くん いや 」 と言 って 入 って くる。 抱 っ こ して い るが 、 針 を 刺

す 前 か ら泣 く、 痛 い と い って い る。 針 を刺 す と き も泣 く。 「ち っ くん い や」 「ち っ く

ん い や 」 足 は動 か す が、 手 は動 か さ ず。 終 わ る と泣 きや む。

入室時はDVD見 なが ら機嫌良 く入って くるが、腕をまくる時に泣 き出す。採血中 に

暴れて泣いている。抜針後 も泣いている。
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表2 採血に抱 っこで付き添った母親の思い

カ テ ゴ リ ー

一緒が安心

泣 くことの受容

抱 っ この 難 しさ

サ ブカ テ ゴ リー

母子分離経験か らの不安

 子どもとの一体感
一緒が子どもの不安軽減

  抱っこの良さ

 予測通 りの反応

泣いてもがんばってる

子どもの動き

子どもの成長

〈力が強 くて大変〉と抱 っこの感想を述べ、1歳 児では

く立つので大変 〉と感 じる 「子 どもの動き」による大変

さと合わせて、前回の採血経験からくだんだん力強 くな

る〉とした 「子 どもの成長」から母親は 【抱っこの難 し

さ】を感 じ、抱 っこも子どもを後か ら抱える姿勢で臨み、

〈向かえ合わせより楽、でも顔が見えない〉と上手な抱

き方を模索 していた。

V.考 察

 今回、幼児前期の子 どもの採血に抱 っこで付き添 った

母親の経験か ら得た思 いにつ いて分析 し、 【一緒が安

心】、 【泣 くことの受容】、 【抱っこの難 しさ】3つ の

カテゴリーを抽出した。

 対象となった母親のうち16名 は、過去に子どもが採血

を受けた経験があり、その中には処置場面で子どもと分

離された経験や、処置に同席 しても母親がわが子を押さ

えつけていた経験を持 っていた。佐藤 ら13)の、大学生の

採血経験の語 りでは、2・3歳 頃に 『押さえられる行為

は母親で も嫌』 と感 じていたり、母親 と無理矢理引き離

され恐怖を感 じたなど、親との分離不安や親に押さえつ

けられたことを、子 どもの立場で述べており、今回母親

が語 った過去の採血で感 じていたス トレスを子 どもも同

様に感 じていると考え られた。さらに、幼児前期では母

親自身、子どもが低年齢であるほど母子分離を実施する

ことが難 しいことが示唆された。

 抱 っこで付 き添 う採血は、子どものそばにいることで

子どもとの一体感や子どもの不安が軽減できるという安

心感から、 【一緒が安心】と感 じていることが分かった。

今回は幼児前期であり、母親にとって抱っこして参加す

ることはく母親 として参加する感 じ〉やく声のかけやす

さ〉などから自然な介入を促 しやすい姿勢であり、なだ

めたり、励ましたりできることで、抱っこでの参加が効

果的であると考える。吉田ら14)は、幼児後期の子 どもの
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処置で母親が傍 にいても医療者の要請に合わせるような

強要者の役割を担 うと子どもの混乱の引き金になるとし、
一緒にいる母親が 『気持ちの共有』など気持ちの共有者

や代弁者 としての関わ りの必要を示 していた。

 見知 らぬ人 に取り囲まれることや痛みから生 じる恐れ

で、幼児前期の子どもが泣 くのは認知発達のレベルでは

当然の反応である15)16)。その状況を一緒 にいることで、

〈怖 くて泣いていただけ〉と子どもの泣いている状態が

理解できることで、 【泣 くことの受容】を経て、子ども

の気持ちに共感することが母親にも出来、さらにそのこ

とが子 どもの感情表出を支えていたと考える。

 母親は抱っこで 「子どもとの一体感」を感 じていたが、

「抱 っこの良 さ」 と共にDVDの 良さも感 じていた。 DV

Dの 存在 は入室時の緊張 した母親にも子 どもに声がかけ

やす くなり、子どもが一瞬でもDVDに 興味を示すこと

で母親 も共感できる時間を持つなど、DVDは 母親が主

体的に関われる支援の一つとなつていた。 さらに、看護

者のゆっくりと関わる姿勢から母親が安心感を得たとい

う発言から、先行研究にもあるように看護師の子どもへ

の声かけが母親の〈関わりのモデル〉になること17)など、

ただ抱 っこして採血するだけではなく、看護者を含めて

処置する環境を作 り上げていくことの必要性が示唆され

た。

 幼児後期を対象 とした先行研究においても母親が付き

添 うことの意味や抱 っこの有効性を述べていた18)19)20)。

 今回の幼児前期においても同様に母親が付き添 うこと、

特に抱 っこでの付き添うことの意味を得ることができた。

しか し、子どもが泣いて暴れ動いた場合 に、 【抱 っこの

難 しさ】を感 じていることが分かった。チャイル ドライ

フ ・スペシャリス トが述べる介入にもディス トラクショ

ンや声かけ、抱っこ姿勢が示されている21)。だが、今回

の結果か ら年齢や体格などに応 じた抱 っこの方法を具体

的に示す ことが必要であると考え、母親 に子どもの安全

性を踏まえた具体的な抱 き方に対する支援の必要性が示

唆された。

 採血などの処置について母親 は子どもに言っても解 ら

ないと思 っているが22)、子どもに採血経験のある場合、

母親は事前説明が必要であると感 じている23)。今回 も採

血経験のある子 ども6名 の母親が子どもに採血の事前説

明を行 っていた。母親のく病院に行 くと言 ったら"ちっ

くんやな"と子どももわかっていた〉といった発言か ら、

採血に臨む母親 と子どもの覚悟が感 じられた。今後は採

血場面の取 り組みだけでな く、事前の関わ りへの支援の

必要性 も更に示唆された。

VI.結 論

幼児前期の子 どもの採血に抱っこで付き添 う体験を し
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た18名 の母親の思いについて検討 した。幼児前期の子ど

もの処置に母親が付き添 うことの意義や抱 っこ姿勢の効

果 と発達や体格に応 じた抱き方の支援の必要性が示唆さ

れた。

 ただ、母親と子どもが主体的に処置に取 り組むたあに

は、看護者を含めた医療者 とともに、処置に取 り組ある

環境を作 り上げていくことの必要性 も示唆された。

 また、母親を中心に今回は検討 していたが、観察を重

ねている中で父親同伴や、父親が採血に抱 っこで参加 し、

待合いで母親は下のきょうだいと待 っているといった父

親の参加がみ られるようになってきている。母親のみな

らず父親を対象 とした関わりや家族機能を捉えてケアを

考えていく必要性 も今後の課題である。
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(Summary)

How do mothers feel when blood collection 
   is made to their infants in their arms ?
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